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(図4)シュ∵マン共振電磁波 (荻野晃也､"ガンと電磁波"より)
一方､わたしたちの目は可視光線を感知するすぐれた機能をもっている｡とこ
ろが､この可視光を10H左程度の低周波数で間欠的に遮光すると､数秒も経たな
いうちに被験者の脳波がいっせいに同期しはじめ､てんかん発作を引き起こし
てしまう｡この観点に立っと､電磁波の生体-の影響は､周波数に基づいて捉
え直す必要があるように思われる｡
このように自然界の電磁波による生体-の影響は､さまざまな時間スケール
において､また多様な生物種において存在している｡
-62-
｢電磁波と生体への影響｣
Ⅱ.人工電磁波の生体-の影響の解明に向けて
研究会 『電磁波の生体-の影響』では､まず電磁波の非熱的相互作用によっ
て生体にどのような影響があるかについて､分子レベル､細胞レベル､個体レ
ベル､集団レベルといった生体レベルごとに具体的な実験事実が報告された｡
例えば､単細胞生物であるゾウリムシは磁場の影響を受けると､その運動性
が変化してしまう (中岡保夫､大阪大学大学院生命機能研究科)｡また､多細胞
生物においては､メラトニンと呼ばれるホルモンによる細胞増殖抑制効果が低
周波電磁波によって減衰する (石堂正美､国立環境研究所)｡この電磁波による
細胞増殖抑制機構の減衰こそ､細胞の異常な増殖-すなわち､発がん-のメカ
ニズムではないかと考えられる｡さらに､我が国ではじめて行われた低周波電
磁波と小児白血病の相関性に関する疫学調査によると､磁場強度にして4mG
以上では､小児白血病の発症率は約2倍になるという統計データが公開された
(兜真徳､国立環境研究所)｡これら国立環境研究所の細胞レベルおよび集団レ
ベルの研究から､少なくとも低周波電磁波は､生体との非熱的相互作用によっ
て､発がんの危険性があると考えられる｡また､反射壁に囲まれた閉鎖空間で
携帯電話を使用すると､熱的作用に基づいて算出された我が国の基準値すら超
えうるという計算結果が得られた (本堂毅､東北大学大学院理学研究科)0
一方､臨床医学の現場では､化学物蜜過敏症に加えて､近年､電磁波過敏症
を訴える患者数の増加が見られており､それぞれのケースについて客観的な診
断基準が整備されてきている (宮田幹夫､北里研究所病院)｡また､太陽光過敏
症の分子メカニズムについて多くの知見も蓄積している (松田外志朗､大阪大
学大学院生命機能研究科)｡さらに､電磁波問題の歴史的背景 (荻野晃也､電磁
波環境研究所)やゲーム脳と呼ばれる現代病の事例が報告された (森昭雄､日
本大学文理学部)｡また､痛みおよび温度感覚の分子生物学に関する最近の知見
も示された (富永真琴､三重大学医学部生理学第一講座)｡この研究は､電磁波
とは異なる刺激である温度などの影響についてであるが､生体反応のプロトタ
イプとしてとらえることによって､電磁波の影響が発現するメカニズムを予見
できるのではないかと思われる｡
こうした研究報告を踏まえ､特定周波数､特定強度の電磁波は､特定時間照
射によって生体にホルモン作用を及ぼしうるという 電`磁波ホルモン作用仮説'
が提示された (村瀬雅俊､京都大学基礎物理学研究所)｡
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研究会報告
もちろん､表5に一部だけ示したように､人工電磁波の生体-の影響を研究
する際には､さまざまな組み合わせが考えられる｡今日使用されている携帯電
話のマイクロ波は低周波で変調されていることを考えると､その電磁波の影響
は､家庭送電線などから受ける低周波電磁波の場合とも共通した低周波成分に
よる影響発現のメカニズムが普遍的に存在する可能性がある｡逆に､電磁波の
生体-の影響を情報源という意味から周波数や波形に基づいて考察することに
よって､生命現象の基本的な情報統合メカニズムを解明できることも期待でき
る｡
研究会では､物理学者､工学者､生物学者､医学者などが多角的に意見を交
わしながら､電磁波が生体-与える影響について､学術的 ･学際的討論が二日
間にわたり活発に行なわれた｡
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